
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３１４ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 化学（数研出版） 

副教材等 新課程版セミナー化学＋化学基礎 （第一学習社出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業のなかで、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・実験室で実験・観察実習を行うことがあります。 

・問題集の問題を解くことによって知識の定着の確認を行います。定期的な提出があります。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察， 実験を行うこ

となどを通して，化学的な事物・現象を科学的に探究するために必要な 資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。  

（1）化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な 観察，実験など

に関する技能を身に付けるようにする。 

（2）観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

（3）化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

知識の習得や知識の概念的

な理解、実験操作の基本的

な技術の習得ができている

か。 

修得した「知識・技能」を活

用して課題を解決できる思考

力・判断力・表現力などを身

につけているか。 

知識・技能の習得や思考力・

判断力・表現力などを身につ

ける過程において、粘り強く

学習に取り組んでいるか、自

ら学習を調整しようとしてい

るか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

物
質
の
変
化 

酸化還元反応 

2.酸化剤と還元剤 

3.金属の酸化還元反応 

 

a:・酸化還元反応の量的関係を計

算により求めることができる。 

・酸化還元反応の進行を，色の変

化などの視覚的な情報をもとに

判断できるようになる。 

b:・金属のイオン化は電子を放出

する酸化還元反応であることに

気づく。 

・金属固有の性質をイオン化傾向

で考えることができるようにな

る。 

c:・酸化還元反応の複雑な化学反

応式も，そのもととなる反応式と

電子の授受を考えることによっ

て完成させることができる。 

定期考査 

 

定期考査 

ワークシー

ト 

ワークシ

ート 

問 題集

課題 

小テスト 

物
質
の
変
化 

 

電池と電気分解 

1 電池 

2 電気分解 

a:・電池のしくみとダニエル電池

について理解する。 

・電池のしくみに基づいて鉛蓄電

池，燃料電池の構造や両極で起こ

る反応式について理解する。 

・実用電池の具体例をその種類

（一次電池または二次電池）を含

めて理解する。 

b:・ある電解液を電気分解した際

に陽極および陰極で反応する物

質や発生する物質を判断できる。 

・ある電解液を電気分解した際の

陽極および陰極での反応を反応

式で書くことができる。 

・ファラデーの法則に基づき，電

気分解の量的関係の計算ができ

る。 

c:・電池について，その構造や両

極で起こる反応，現象に興味をも

つ。 

定期考査 

 

定期考査 

ワークシー

ト 

実 験 レ ポ

ート 

ワークシ

ート 

問 題集

課題 

小テスト 

実 験 レ

ポート 
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１
学
期 

有
機
化
合
物 

有機化合物の分類と分析 

1 有機化合物の特徴と分類 

2 有機化合物の分析 

a:・有機化合物の特徴について理

解する。 

・有機化合物の分類について，炭

素骨格での分類や官能基による

分類を理解する。 

・有機化合物の表し方について，

分子式や構造式，示性式について

理解する。 

・異性体について理解する。 

b:・有機化合物を炭素骨格や官能

基の違いに基づいて分類するこ

とができる。 

・有機化合物を，分子式や構造式，

示性式で表すことができる。 

c:・元素分析を中心とした有機化

合物の分析について興味をもつ。 

 

 

定期考査 

 

定期考査 

ワークシー

ト 

ワークシ

ート 

問 題集

課題 

小テスト 

２
学
期 

３
学
期 

 

脂肪族炭化水素 

1 飽和炭化水素 

2 不飽和炭化水素 

a:・直鎖状のアルカンの例やアル

カンの融点，沸点について理解す

る。 

・アルカンの立体構造や異性体に

ついて理解する。 

・アルカンに特徴的な置換反応に

ついて理解する。 

・環式のシクロアルカンについて

理解する。 

b:・アルケンやアルキンの反応に

ついて，反応物や生成物の構造式

やその名称を答えることができ

る。 

・アルケンやアルキンの反応につ

いて，化学反応式を書くことがで

きる。 

・アルケンやアルキンの立体構造

を判断することができる。 

c:・アルケンやアルキンの特徴や

その構造，反応性について興味を

もつ。 

定期考査 

 

定期考査 

ワークシー

ト 

ワークシ

ート 

問 題集

課題 

小テスト 
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アルコールと関連化合物 

1 アルコールとエーテル 

2 アルデヒドとケトン 

3 カルボン酸 

4 エステルと油脂 

a:・アルコールの一般式や構造

式，名称，分類について理解する。 

・アルコールの性質，特に沸点が

高いことについてその構造に基

づいて理解する。 

・アルコールの検出法や脱水反応

について理解する。 

・アルコールの酸化反応につい

て，級数の違いによって生成物が

異なることを構造式と結びつけ

ながら理解する。 

・身近なアルコールの性質につい

て理解する。 

・エーテルについて理解する。 

b:・アルコールやエーテルについ

て，その構造式や名称を答えるこ

とができる。 

・アルコールを級数や反応性に基

づいて分類することができる。 

・アルコールの反応について，反

応物や生成物の構造式やその名

称，反応式を答えることができ

る。 

c:・エステルや油脂，セッケンの

特徴やその構造，反応性について

興味をもつ。 

定期考査 

 

定期考査 

ワークシー

ト 

ワークシ

ート 

問 題集

課題 

小テスト 
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芳香族化合物 

1 芳香族炭化水素 

2 フェノール類と芳香族カル

ボン酸 

3 芳香族アミンとアゾ化合物 

4 有機化合物の分離 

a:・ベンゼン環の構造とその特徴

について理解する。 

・芳香族炭化水素の化学式や名称

について理解する。 

・ベンゼンの置換反応（ハロゲン

化，スルホン化，ニトロ化）につ

いて理解する。 

・ベンゼンの付加反応や酸化反応

について理解する。 

b:・フェノール類や芳香族カルボ

ン酸が示す反応の化学反応式を

示すことができる。 

・反応性や検出法，酸の強さなど

に基づいて，適切なフェノール類

や芳香族カルボン酸を判断する

ことができる。 

c:・芳香族アミンやアゾ化合物の

特徴やその構造，反応性について

興味をもつ。 

定期考査 

 

定期考査 

ワークシー

ト 

実 験 レ ポ

ート 

ワークシ

ート 

問 題集

課題 

小テスト 

実験レ

ポート 

３
学
期 

物
質
の
状
態 

固体の構造 

1 結晶とアモルファス 

2 金属結晶 

3 イオン結晶 

4 分子間力と分子結晶 

5 共有結合の結晶 

a:・単位格子や配位数の意味につ

いて理解する。 

・アモルファス金属がもつ，通常

の金属にはない特徴を理解する。 

b:・金属の結晶格子の名称や配位

数，単位格子中の原子の数，充塡

率について理解をしている。 

・単位格子の一辺の長さから金属

の原子半径を求める方法を理解

する。 

・結晶格子の模型をつくり，原子

の並び方や単位格子における原

子の詰まり具合について理解す

る。 

c:・金属の結晶格子における原子

の配列の仕方に興味をもつ。 

 

定期考査 

 

定期考査 

ワークシー

ト 

ワークシ

ート 

問 題集

課題 

小テスト 
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物質の状態変化 

1.粒子の熱運動 

2.三態の変化とエネルギー 

3.気液平衡と蒸気圧 

 

a:・気体分子の熱運動と運動エネ

ルギー，温度の関係について理解

する。 

b:・蒸気圧曲線から物質の蒸気圧

や沸点を判断することができる。 

・状態図を用いることで，ある温

度・圧力における物質の状態を判

断することができる。 

c:・物質の状態変化について興味

をもつ。 

定期考査 

 

定期考査 

ワークシー

ト 

ワークシ

ート 

問 題集

課題 

小テスト 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


